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　　グリッド等出土遺物（第 22 図・第２表）

第 21 図　SK136・SK137・SD006 平面図・断面図

第 22 図　グリッド等出土遺物実測図
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口径 器高 底径

長さ 幅 厚さ

第８図－ １ SI016 土師器 坏 完形 12.90 3.90 7.30 150.78
外面：褐色
内面：橙褐色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

外面下部に煤付着

第８図－ ２ SI016 土師器 坏 完形 14.60 4.70 7.90 173.22 褐色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

歪み有
外面底部付近に煤付着

第８図－ ３ SI016 土師器 坏 ほぼ完形 15.20 4.90 7.40 233.04
外面：橙色
内面：橙色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

外面と口縁部の一部に煤付着

第８図－ ４ SI016 土師器 坏 完形 13.90 4.20 7.20 200.37
外面：黄褐色
内面：暗橙色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

第８図－ ５ SI016 土師器 坏 完形 14.70 4.20 7.10 188.61 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

口縁部の一部に歪み有

第８図－ ６ SI016 土師器 坏 完形 13.60 4.10 6.90 138.90 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

内面に煤付着
６～９は重なって出土

第８図－ ７ SI016 土師器 坏 完形 15.10 4.60 7.65 217.66
橙色
体部の一部灰色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

内・外面に煤付着

第８図－ ８ SI016 土師器 坏 完形 13.60 4.10 7.60 180.84 黄橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

第８図－ ９ SI016 土師器 坏 ほぼ完形 13.30 4.20 7.50 151.88 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

やや歪み有
内面底部に楕円形のヘラ記号

第８図－ 10 SI016 土師器 坏 ほぼ完形 13.20 4.20 6.90 137.94 褐色
ロクロ成形　外面体部下端：手持ちヘラケズリ
底部：手持ちヘラケズリ

P1より出土

第８図－ 11 SI016 土師器 坏 完形 13.40 4.20 7.30 178.89 暗褐色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

第８図－ 12 SI016 土師器 坏 完形 15.30 5.00 7.60 222.28
口縁部：橙色
体部～底部：褐色

ロクロ成形　外面体部下端：手持ちヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

ゆがみ有　煤付着

第８図－ 13 SI016 土師器 坏 完形 13.75 3.90 7.20 168.29
外面体部：褐色
内面：明褐色・暗褐色

ロクロ成形　外面体部下端：手持ちヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

ゆがみ有　内面底部に窪み有
内面：口縁部～体部にかけて煤付着

第８図－ 14 SI016 土師器 坏 3/5 （15.80） 4.90 8.30 141.58 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：手持ちヘラケズリ
底部：手持ちヘラケズリ

第８図－ 15 SI016 土師器 坏 1/3 （14.00） 3.80 （7.40） 61.32 黄褐色 ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ

第８図－ 16 SI016 土師器 坏 3/5 13.00 3.50 7.55 118.50 片側褐色、片側橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

底部に7㎜の礫含む

第８図－ 17 SI016 土師器 坏 1/4 （12.30） 3.55 （6.80） 39.12 黄橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

口縁部が外反する

第８図－ 18 SI016 土師器 坏 1/4 （14.80） （4.85） （8.00） 56.67
口縁部・内面：橙色
外面体部～底部：暗褐色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

表面に小さな穴を視認
P3より出土

第８図－ 19 SI016 土師器 坏 1/2 15.00 4.50 7.50 137.75 黄橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

やや歪み有　対面で口唇部・体部の厚みが2㎜程異な
る　P4より出土

第８図－ 20 SI016 土師器 坏（大型） 1/2 （19.60） 6.70 (10.00） 22.41
外面：橙色、一部黒色
内面：褐色

ロクロ成形　外面体部下端：手持ちヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

半分撹乱より出土
撹乱出土の一部に火を受けた痕跡有

第８図－ 21 SI016 土師器 坏 完形 14.05 3.30 7.40 185.56
全体的に黄橙色
内外面の一部赤色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

口縁部が歪む

第８図－ 22 SI016 土師器 坏（皿） ほぼ完形 14.10 3.20 6.65 143.48 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：手持ちヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

第８図－ 23 SI016 土師器 坏（皿） ほぼ完形 14.00 2.80 7.20 152.91
橙色
外面：斑に黒褐色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部/回転ヘラケズリ後、手持ちヘラケズリ

内面に墨のような痕跡

第８図－ 24 SI016 土師器 坏（皿） 1/4 （14.10） （2.95） （7.90） 51.27 黄褐色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

口縁部が外反する

第８図－ 25 SI016 土師器 鉢（大型）
口縁～体部1/5、底
部欠損

（21.00） （6.15） － 49.26 黄褐色 ロクロ成形 口縁部が外反する

第９図－ 26 SI016 土師器 鉢（大型） 1/8底部欠損 （22.20） （8.20） － 48.72 黄褐色 ロクロ成形　内面体部：横方向ミガキ

第９図－ 27 SI016 土師器 甕
口縁部、胴部3/5、
底部欠損

21.20 （21.80） － 674.06
外面：にぶい黄褐
内面：黄褐色

外面：口縁部/横ナデ　体部/上部分縦ヘラケズリ
下部分横方向ヘラケズリ　内面：横方向ヘラケズリ

第９図－ 28 SI016 土師器 甕
口縁部～胴部1/2、
底部欠損

（23.00） （16.60） － 322.20 黄褐色
外面：口縁部/横ナデ　体部/上部縦ヘラケズリ
下部分横方向ヘラケズリ　内面：横ヘラケズリ

外面に部分的に砂付着

第９図－ 29 SI016 土師器 甕
口縁部1/4、胴部中
～底部欠損

（20.60） （8.10） － 112.27 片側褐色、片側橙色
外面：口縁部/横ナデ　体部/縦ヘラケズリ
内面：口縁部/横ナデ　体部/ヘラケズリ

内外面口縁部を中心に砂付着

第９図－ 30 SI016 土師器 甕
口縁部1/2、胴部中

～底部欠損
（21.60） （9.60） － 217.87 黄褐色

外面：口縁部/横ナデ　体部/縦ヘラケズリ
内面：口縁部/横ナデ　体部/ヘラケズリ

外面口縁部にわずかに砂付着

第９図－ 31 SI016 土師器 甕
口縁部3/5、胴部中
～底部欠損

（22.80） （9.50） － 196.75
外面：橙色
内面：暗褐色

外面：口縁部/横ナデ　体部/縦ヘラケズリ
内面：体部/ヘラケズリ

第９図－ 32 SI016 土師器 甕
口縁部1/2、胴部中
～底部欠損

22.80 （12.45） － 436.79
外面：にぶい黄褐
内面：暗黄褐色

外面：口縁部/横ナデ　体部/縦ヘラケズリ 口縁部歪み有

第９図－ 33 SI016 土師器 甕 胴部のみ － （18.30） － 475.26
内面：褐色
外面：橙色～赤褐色

外面：上部/ヘラケズリ　下部/横ヘラケズリ
内面：横ヘラケズリ

第９図－ 34 SI016 土師器 甕 胴部のみ1/3 － （13.80） － 378.67
内面：黄褐
外面：黄褐色～褐色

外面：上部/縦ヘラケズリ　下部/横ヘラケズリ
内面：横ヘラケズリ

第９図－ 35 SI016 土師器 甕 底部のみ － （5.00） 7.20 85.97 ―
外面：ヘラケズリか　下端/横方向ヘラケズリ
内面：横方向ヘラケズリ

外面に砂付着

第９図－ 36 SI016 土師質須恵器 甑 底部のみ1/5 － （6.20） （14.45） 358.08 暗褐色
外面：横方向下端ヘラケズリ、たたき痕あり
内面：ヘラケズリ、孔部分ヘラ状工具でつくり出し

甑の底部
非常に脆い

第９図－ 37 SI016 土師質須恵器 甕
口縁部1/4、胴部
3/5、底部欠損

（20.30） （30.9） ― 1,987.51 暗褐色
外面：口縁部/横ナデ　体部/縦方向タタキ
内面：横方向ヘラケズリ、あて具痕あり

第９図－ 38 SI016 鉄製品 刀子？
刀身部のみ
刃先欠損

（7.20） （1.25） （0.60） 12.08 褐色 ― ―

第11図－ 39 SI016 土製品 鞴羽口 ほぼ完形 7.00 13.55
直径
7.00

520.99 黄褐色、青灰色 外面：ヘラケズリ
被熱により片側半分が変色し、端に鉄滓が融着する。
孔内に鉄滓の融着は認められない。

第11図－ 40 SI016 土師器 坏 1/5 （11.40） （4.15） （6.60） 31.82 青灰色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

内面に鉄滓が融着
坩堝として使用か？

第11図－ 41 SI016 鉄滓 坏 ― 5.40 4.80 3.20 18.02 暗灰色 P4より出土

第13図－ １ SI017 土師器 坏（墨書）
口縁部一部
欠損

14.50 4.60 6.70 154.39 黄橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

外面体部に「王」または「主」の墨書あり
煤付着

第13図－ ２ SI017 土師器 坏 1/2 （14.30） 5.00 （7.00） 78.18 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

第13図－ ３ SI017 土師器 坏
1/4
底部一部のみ

（15.10） （5.35） （7.80） 65.36 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：手持ちヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリか？

第13図－ ４ SI017 土師器 坏（大型） 口縁部欠損 － （4.80） （7.40） 105.16 黄橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ（回転糸切り痕あり）

焼成良好、硬質

第13図－ ５ SI017 土師器 坏 口縁部一部欠損 15.50 5.10 7.20 164.34 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

歪み有

第13図－ ６ SI017 土師器 坏 完形 13.70 4.40 6.70 127.98 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

歪み有
外面に焼成前にできたへこみあり

計測値内の()は口径・底径は復元値、器高は残存値

図版番号 遺構番号 種別 器種 遺存状況 重量(ｇ) 色調 調整技法等 備考
土器

その他

寸法（㎝）

第２表　平安時代出土遺物観察表　　



口径 器高 底径

長さ 幅 厚さ

第13図－ ７ SI017 土師器 坏 4/5 12.50 4.50 5.90 83.99 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

器形が大きく歪む

第13図－ ８ SI017 土師器 坏 2/5 （10.90） 3.70 （6.50） 63.47 黄褐色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

やや重量有
箱型を呈する　古い時期のものか

第13図－ ９ SI017 土師器 坏（皿） 1/3 （13.00） 2.60 （6.60） 41.01 赤褐色～褐色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

第13図－ 10 SI017 土師器 坏（内黒）
1/5
底部欠損

（14.00） （4.15） ― 35.71
外面：黄褐色
　　　口縁一部黒色
内面：黒色

ロクロ成形
内面：横方向ミガキ

黒色処理を施す

第13図－ 11 SI017 土師器 椀（内黒
1/5
底部欠損

（12.35） （5.20） ― 48.96 外面体部
外面：口縁部/黒色処理がされている。
内面：横方向ミガキ　黒色処理

黒色処理を施す

第13図－ 12 SI017 土師器 坏（内黒） 破片 ― ― ― 9.11
外面：黄褐色
内面：黒色

内面：斜め方向のミガキ後、渦巻き状のミガキ 黒色処理を施す

第13図－ 13 SI017 土師器 坏（墨書） 破片 ― （0.90） ― 13.21 黄褐色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

底部内面に「×」の墨書あり

第13図－ 14 SI017 土師器 坏（墨書） 底部のみ3/4 ― （1.60） 5.80 32.00 黄褐色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ（回転糸切り痕あり）

底部外面に墨書あり
則天文字の「天」か？

第13図－ 15 SI017 土師器 小型甕 破片 （8.00） （5.90） ― 32.23
外面：褐色
内面：黄褐色

外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/縦ヘラケズリ
内面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/斜ヘラケズリ

作りが粗い　手捏ねか？

第13図－ 16 SI017 土師器 小型甕
胴部上部1/4
口縁一部残存

（10.20） （5.50） ― 95.22 黄褐色
外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/縦ヘラケズリ
内面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/斜ヘラケズリ

輪積痕を明瞭に残す

第13図－ 17 SI017 土師器 甕 口縁部1/8 （21.50） （10.40） ― 71.03
外面：黄褐色
内面：赤褐色

外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/縦ヘラケズリ
内面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/横ヘラケズリ

口縁部外面を中心に煤付着

第13図－ 18 SI017 土師器 甕 胴部1/4 ― ― ― 192.77
外面：上部橙色
下部赤褐色
内面：黄褐色

外面：上部縦ヘラケズリ　下部斜ヘラケズリ
内面：横ヘラケズリ

第13図－ 19 SI017 土師器 甕 胴下部1/3 ― ― ― 143.67 黄褐色
外面：上部縦ヘラケズリ　下部横ヘラケズリ
内面：6～7㎜幅の工具による横ヘラケズリ

第13図－ 20 SI017 土師器 甕 胴部の一部 ― ― ― 93.46
上部黄褐色
下部暗褐色

外面：上部縦ヘラケズリ　下部横ヘラケズリ
内面：上部横ヘラケズリ　下部斜ヘラケズリ

外面に砂付着
内面に炭化物付着

第13図－ 21 SI017 土師器 甕 胴下部1/4 ― ― ― 67.08 内外面：暗褐色
外面：上部縦ヘラケズリ　下部横ヘラケズリ
内面：横ヘラケズリ

内外面被熱痕跡あり
内面に炭化物付着

第13図－ 22 SI017 須恵器 甕 破片 ― ― ― 114.51
外面：にぶい緑色
内面：灰色

外面：タタキ 外面に自然釉を施す

第14図－ １ SK127 土師器 坏 1/5 ― （2.95） 5.15 48.60 橙色
ロクロ成形　外面体部下端：手持ちヘラケズリ
底部：回転糸切り

第15図－ １ SK128 土師器 坏（小型） 3/5 （10.50） 3.70 4.60 46.03 暗橙色
ロクロ成形　外面体部下端： 無調整
底部：回転糸切り

第16図－ ２ SK128 土師器
高台付埦
（内黒）

1/4 （14.90） 6.50 （7.20） 93.43
外面：暗褐色
内面：黒褐色

ロクロ成形　内面：横ミガキ
底部：回転糸切のち高台部貼付

黒色処理を施す

第16図－ ３ SK128 土師器
高台付埦
（内黒）

底部と体部の一部
のみ

（12.50） 4.90 （6.40） 60.84
外面：暗橙色
内面：体部黒色

ロクロ成形　内面：斜ミガキ
底部：回転糸切のち高台部貼付

黒色処理を施す

第16図－ ４ SK128 土師器
高台付埦
（内黒）

底部のみ ― 1.50 7.00 50.51
外面：黄橙色
内面：黒色

ロクロ成形　内面底部：横ミガキ→斜ミガキ
底部：回転糸切のち高台部貼付

黒色処理を施す

第16図－ ５ SK128 土師器 甕
1/2
口縁部1/10

（17.85） 24.15 7.80 749.94
上部黄褐色
下部褐色

外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/上部縦ヘラケズリ
下部横ヘラケズリ　内面：体部/斜ヘラケズリ

倒卵形を呈する　器厚が厚手
口縁部があまり外反しない

第16図－ ６ SK128 土師器 甕
口縁・胴部1/8
底部欠損

（18.60） ― ― 204.20
内面：暗褐色
外面：口縁部黄褐色
　　　胴部褐色

外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/上部縦ヘラケズリ
下部横ヘラケズリ　内面：体部/斜ヘラケズリ

第16図６と類似する

第16図－７ SK128 土師器 甕 1/8 （21.40） ― （10.40） 284.92 暗灰褐色
外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/縦ヘラケズリ
内面：横ヘラケズリ

器厚が厚手　焼成良好

第16図－ ８ SK128 土師器 甕（大型）
口縁部1/3
胴部の一部

（26.00） （12.98） ― 256.86 明黄褐色・暗褐色
外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/縦ヘラケズリ
内面：胴部/横ヘラケズリ

焼成良好

第16図－ ９ SK128 土師器 甕 底部1/3 （12.00） 4.60 （7.40） 114.91 暗褐色 外面：横ヘラケズリ　 器厚が厚手

第16図－ 10 SK128 土製品 置きカマド 破片 ― ― 1.25 42.49 黄橙色 ヘラケズリ
置きカマドの庇部とみられる
焼成良好

第16図－ 11 SK128 瓦 平瓦 破片 ― ― 2.45 142.82 褐色
凸面：縄タタキ（ヘラ状工具で調整）
凹面：当て布目痕

第16図－ 12 SK128 瓦 平瓦 破片 ― ― 2.40 98.86 黄褐色
凸面：縄タタキ
凹面：当て布目痕

第16図－ 13 SK128 瓦 平瓦 破片 ― ― 2.55 69.09 黄褐色
凸面：縄タタキ　指紋のような痕あり
凹面：当て布目痕

第16図－ 14 SK128 瓦 平瓦 破片 ― ― 2.50 44.50 褐色
凸面：縄タタキ
凹面：当て布目痕

第17図－ １ SK129 土師器 坏 1/4 （13.20） 4.50 （6.95） 72.37 黄橙色
ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ

第17図－ ２ SK129 土師器 坏 1/3 （17.00） 3.70 （10.60） 46.88
橙色
内面：底部褐色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ 歪み有

第17図－ ３ SK129 土師器 鉢（大型） 2/3 18.60 7.80 9.60 290.02
黄褐色
部分的に赤褐色

ロクロ成形　外面体部下端：回転ヘラケズリ
底部：回転ヘラケズリ　内面：横ミガキ→斜ミガキ

第17図－ ４ SK129 土師器
高台付埦
（内黒）

3/5 （14.30） 5.30 （5.20） 73.90
外面：橙色
　　　口縁部黒色
内面：黒色

ロクロ成形　内面：横ミガキ
底部：回転ヘラケズリ後、高台部貼付

黒色処理を施す

第17図－ ５ SK129 土師器 甕 口縁部1/4 （19.60） 9.30 ― 111.19 黄橙色 外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/縦ヘラケズリ

第17図－６ SK129 土師器 小型甕
口縁部1/5
底部1/2

（10.00） ― （5.50） 38.11 黄橙色
外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/縦ヘラケズリ
内面：胴部下端/横ヘラケズリ　底部ヘラケズリ

第17図－ ７ SK129 土師器 小型甕 口縁部1/4 （11.90） （4.80） ― 47.15 黄褐色
外面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/縦ヘラケズリ
内面：口縁部/横ヘラナデ　胴部/横ヘラケズリ

第18図－ １ SK133 土師器 坏（小形） 1/2 （10.10） 3.00 4.60 36.43 橙色
ロクロ成形　外面体部下端： 無調整
底部：回転糸切り

第22図－ １
K5-43
グリッド

土師器
高台付埦
（内黒）

底部のみ ― 2.95 6.10 56.29
外面：黄橙色
内面：黒色

ロクロ成形　内面：一方向ミガキ
底部：回転糸切り後、高台部貼付

黒色処理を施す
高台部が高い

第22図－ ２
表土中
(L5表土中)

土師器
高台付埦
（内黒）

底部のみ ― 3.10 （8.20） 86.16
外面：暗褐色
内面：黒色

ロクロ成形　内面：一方向ミガキ
底部：回転糸切り後、高台部貼付

黒色処理を施す
高台部が低い

第22図－ ３
J5-76
グリッド

土師器 甑 破片 ― ― ― 114.77 褐色
外面：ケズリ調整、取手部貼り付け、砂付着
内面：横方向ヘラケズリ、指紋の痕あり

第22図－ ４
J6-04
グリッド

灰釉陶器 瓶または壺 取手部 ― ― ― 19.04 灰色 ヘラケズリ
取手付瓶または壺
外面に釉薬がかかる

第22図－ ５
J5-79
グリッド

瓦 軒丸 破片 ― ― 1.15 30.65 黄褐色
凸面：ヘラケズリ
凹面：当て布目痕

第22図－ ６
表土中
(L5表土中)

瓦 平瓦 破片 ― ― 1.65 10.67 暗灰褐色
凸面：縄タタキ
凹面：―

第22図－ ７
表土中
(L5表土中)

瓦 平瓦 破片 ― ― （2.25） 58.53 暗灰褐色
凸面：―
凹面：当て布目痕

第22図－ ８
K5-42
グリッド

鉄製品 鋤？ ― ― ― ― 62.14 褐色 ― 鋤の刃先部か？

第22図－ ９ 撹乱中 石製品 砥石 完形 11.40 3.50 2.70 168.52 白色 ―
石材：砂岩か？
４面に使用痕あり

計測値内の()は口径・底径は復元値、器高は残存値

図版番号 遺構番号 種別 器種 遺存状況 重量(ｇ) 色調 調整技法等 備考
土器

その他

寸法（㎝）

第２表　平安時代出土遺物観察表続き　　
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Ⅲ．まとめ

　第９次調査では縄文時代後期の遺物、平安時代の竪穴住居兼工房２軒、土坑 14 基、道路状遺構１条、溝

状遺構２条が検出された。これまでに縄文時代中期の遺構・遺物の検出が認められていたが、今回新たに縄

文時代後期の遺物が確認された。遺構は検出されなかったが、周辺に所在する可能性が高い。

　平安時代竪穴住居 SI016 はカマド燃焼部周辺の状況と鉄滓を廃棄するピットを持つ構造から、鍛冶工房で

あったと推定される。カマド燃焼部を囲む硬質な土壁は製錬炉の炉壁の可能性が高い。柱穴の検出状況から

建替えを行っているとみられ、カマド袖部下より柱穴が認められることから、カマドも一度作り替えられて

いるものと考えられる。鞴羽口が支脚に転用されていたことから、焼失する前段階で製錬をやめ、住居とし

て使用したのであろうか。第２次調査において鉄滓が融着した羽口が出土したことから、製鉄関連遺構が周

辺にある可能性が示唆されていたが、この度の調査で遺構の存在が明らかとなった。

　竪穴住居 SI017 はロクロピットとみられる漏斗形のピットと住居内の粘土堆積状況から、土器製作工房で

あったとみられる。第５次調査では土器焼成遺構が検出されていることから、土器製作の一連の作業が集落

内で行われていたと考えられる。部分的な調査のため確証は得ないが、SI016・SI017 は第３次調査の東端

で検出された最も近接する竪穴住居から西に 45 ｍ程離れた場所に位置する。生産遺構は集落の中心よりや

や離れた場所に築かれたと推測される。

　SI016・SI017 は出土した坏・甕の特徴から、9世紀後半から 10 世紀前半の時期に築かれたと推定される。

土坑 SK128 は黒色処理を施す土器の器形や置きカマドの出土から 10 世紀代のものと考えられる。今回出土

した遺構・遺物は寺野台遺跡の他の調査区と同時期で永吉台遺跡群をはじめとした周辺遺跡と並行する。瓦

が出土していることから、古代寺院に関連する遺構が周辺にある可能性もあるため、今後の調査に期待した

い。

第３表　調査区出土遺物内訳表　　

縄文土器 土師器 土師質須恵器 須恵器 灰釉陶器 不明土器 土製品 瓦 石器 石製品 鉄製品 鉄滓 礫 総計

SI016 15,654.53 2,577.79 1.39 3.85 15.14 588.68 12.08 134.20 562.56 19,550.22

SI017 4.82 13,824.69 150.24 181.94 15.14 7.83 54.32 4.01 1,110.76 15,353.75

SK127 196.34 196.34

SK128 14.40 5,606.65 152.55 44.55 1.65 61.26 363.95 43.06 7.39 141.85 6,437.31

SK129 2,442.98 31.84 7.41 2,482.23

SK130 21.56 21.56

SK131 96.49 4.89 101.38

SK132 9.53 9.53

SK133 55.44 55.44

SK140 27.26 3.77 31.03

SA002 64.53 64.53

SD002 156.81 48.05 8.69 17.60 231.15

SD003 605.17 605.17

J5グリッド 16.50 2,670.42 167.41 37.58 30.65 3.79 607.38 3,533.73

J6グリッド 95.42 1,213.95 100.85 17.66 22.85 68.66 0.71 20.19 19.64 1,559.93

K5グリッド 34.32 4,662.92 191.42 107.51 187.68 118.55 9.45 62.14 132.26 206.13 5,712.38

L5グリッド 4,843.63 329.66 84.85 14.40 12.12 12.30 118.26 5,415.22

撹乱（K） 1,640.63 55.12 40.86 100.43 168.52 30.03 0.89 62.95 2,099.43

撹乱
（SI016カマド北側）

1,581.34 162.09 1,743.43

調査区 230.48 10.18 240.66

表土中 4,132.09 274.53 160.16 20.40 74.46 69.20 5.93 6.19 41.34 4,784.30

総計 165.46 59,737.44 4,203.68 728.32 71.84 15.14 1,108.43 463.80 118.55 229.57 180.59 305.13 2,900.77 70,228.72

（単位：ｇ）

出土位置

種別
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図版１

１．K5 グリッド遺物出土状況（南西→）

３．SI016 焼土検出状況（南東→） ４．SI016 カマド煙道部遺物出土状況（北西→）

５．SI016 土層堆積状況（南東→）

２．SI016 北東側遺物出土状況（南東→）

６．SI016 カマド検出状況（南→）

８．SI016 完掘（南→）７．SI017 カマド土層堆積状況（南→）



図版２

１．SI017 検出状況（南西→）

３．SI017　P2・P3 完掘（北東→） ４．SI017 完掘（南→）

５．SK127 完掘（北東→）

２．SI017 P2 土層堆積状況（北西→）

６．L5 グリッド（SK128 周辺）遺物出土状況（南東→）

８．SK128 完掘（南→）７．SK128 土層堆積状況（東→）



図版３

１．SK129 遺物出土状況（南→）

３．SK131・SK132・SD005 完掘（東→） ４．SK133・S134 完掘（南西→）

５．SK135・SA002 完掘（南西→）

２．SK129( 右手前 )完掘（南→）

６．SK136・SK137 完掘（北→）

８．SD006 土層堆積状況（北→）７．SD006 完掘（北→）



図版４

第５図　縄文時代出土遺物
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図版５

第８・９・11 図　SI016 出土遺物 19 ～ 40
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図版６

第 13 図　SI017 出土遺物１～ 22
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図版７
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第 16 図　SK128 出土遺物４～ 14
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